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卒業式を終えて（和知小学校）

　
「
そ
の
野
菜
が
一
番
お
い
し
い
状
態
で

出
し
た
い
。
お
い
し
い
も
の
は
形
や
見
た

目
が
悪
く
て
も
ま
た
食
べ
た
い
と
思
う
も

の
」。
万
願
寺
と
う
が
ら
し
や
黒
豆
枝
豆

な
ど
の
京
野
菜
を
中
心
に

数
種
の
野
菜
を
生
産
す
る
。

有
機
栽
培
し
た
ほ
う
れ
ん

草
は
生
食
で
も
え
ぐ
み
が

な
く
み
ず
み
ず
し
い
。

　
埼
玉
県
出
身
。
本
町
に

縁
を
結
ん
で
８
年
目
。
音

楽
活
動
を
し
て
い
た
バ
ン
ド

が
解
散
し
、
興
味
の
赴
く

ま
ま
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

を
し
て
い
た
と
き
、
小
学

校
で
の
桶
を
使
っ
た
米
作
り

を
思
い
出
す
。「
そ
う
い
え

ば
、
そ
う
い
う
こ
と
好
き

だ
な
ぁ
」
さ
っ
そ
く
各
地
の

農
業
に
関
わ
る
仕
事
を
経

験
す
る
が
、
群
馬
県
で
本

格
的
な
野
菜
生
産
に
携
わ

り
、「
も
う
楽
し
く
て
、
楽
し
く
て
。
こ

れ
を
仕
事
に
し
た
ら
面
白
い
」
と
直
感
。

就
農
先
は
憧
れ
の
京
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
の
産

地
・
京
都
府
を
め
ざ
し
た
。

　
京
丹
波
町
内
の
農
家
の
も
と
で
働
い

た
後
、
下
粟
野
を
拠
点
に
独
立
す
る
も
、

「
資
金
も
収
穫
で
き
る
も
の
も
な
く
て
、

山
菜
を
採
ら
せ
て
も
ら
い
道
の
駅
に
出
荷

し
て
い
た
。必
死
で
し
た
」。苦
し
い
時
期
、

知
り
合
っ
た
農
家
や
地
元
の
事
業
者
が

声
を
か
け
て
く
れ
た
。「
仕
事
を
手
伝
わ

せ
て
も
ら
い
、乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

農
地
を
借
り
る
時
、
家
を
探
す
時
も
周

り
に
相
談
で
き
る
人
が
あ
っ
た
し
、
助
け

を
求
め
る
と
応
え
て
も
ら
え
た
」
と
感

謝
は
尽
き
な
い
。

　
米
の
収
穫
期
は
、
北
部
地
域
の
乾
燥

調
製
を
受
託
す
る
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
業
を

優
先
し
、
生
業
と
の
両
立
で
多
忙
を
極

め
る
。「
で
も
、お
か
げ
で
顔
が
広
く
な
り
、

借
り
受
け
る
農
地
も
増
え
た
」。
昨
年
、

人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得
て
気
持
ち
に
少

し
ゆ
と
り
が
で
き
た
。
将
来
を
思
い
、

新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
に
関
わ
り
た

い
と
考
え
る
。「
空
い
て
い
る
農
地
を
有

効
活
用
で
き
、
地
域
に
新
し
い
空
気
が

入
る
こ
と
で
今
以
上
に
活
気
が
生
ま
れ
る

と
思
う
。
そ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
自

身
の
経
験
を
生
か
し
て
、
二
人
三
脚
の

春
た
け
る
。

kyotamba まちの元気人
大
熊
明
宏
さ
ん
（
下
粟
野
）

お
お 

く
ま 

あ
き  

ひ
ろ

僕
が
選
ん
だ
道

ぼ
く
ら
の

新
し
い
季
節



03｜NO.150 02

　
ス
マ
イ
ル
便
は
、商
品
カ
タ
ロ
グ
で
商

品
を
選
び
、電
話
で
発
注
す
る
と
自
宅
へ

配
達
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。会
員
登
録

制
で
配
送
料
の
負
担
は
な
く
商
品
代
金

の
み
。登
録
期
間
は
１
年
間
で
、登
録
料

は
登
録
か
ら
１
ヵ
月
後
の
お
試
し
期
間
終

了
時
に
支
払
い
ま
す
。加
盟
店
は
衣
類
、

食
料
品
、日
用
品
、家
電
製
品
、薬
局
な

ど
の
９
店
舗
で
、徐
々
に
利
用
が
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

両
親
が
店
を
開
き
、
僕
は
こ
こ
で
育

ち
ま
し
た
。
店
を
受
け
継
い
で
、
な
じ

み
の
お
客
様
か
ら
両
親
の
思
い
出
を
聞

か
せ
て
も
ら
い
、
私
た
ち
と
お
客
さ
ま

と
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
齢
の
た
め
「
自
動
車
の
運

転
が
で
き
な
い
」、「
歩
行
が
困
難
に
な
っ

た
」
な
ど
徐
々
に
来
店
で
き
な
く
な
る

生
活
必
需
品
か
ら
お
花
ま
で
必
要
な
も
の
を
電
話
一
本
で
宅
配

買い物の機会の一つとして
山さつさん（角）

　８０歳を過ぎた頃から足が痛んだり、腰が曲がったりし
て荷物を持つのも億劫になり、診療所帰りにお店に寄るこ
とも減りました。スマイル便では使い慣れた介護用品など
を頼めるので助かっています。自由に出かけていた頃は、

できるだけ町内にあるものは町内
で買うようにしていたので、町
内のお店に協力できている
という満足感もあります。
家族に買い物を頼んだ
り、地域に来る移動
販売などもあります
ので、おかげで楽し
みを持って毎日を過
ごせています。

本
庄
の
商
店
９
店
舗
が
、
和
知
地
域
限
定
の
カ
タ
ロ
グ
販
売
・
宅
配
サ
ー
ビ
ス
「
わ
ち
ス
マ
イ
ル
便
」

の
試
運
転
か
ら
半
年
が
経
過
。
70
〜
80
歳
代
の
買
い
物
支
援
に
一
役
買
って
い
ま
す
。

本
庄
商
店
街
の
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
半
年

顔見知りのお店の頼みやすさ
山口ハツさん（升谷）

　自動車を運転しないので、以前から盆・正月な
どまとまった買い物があるときはお店に配達を
頼んでいたこともあって、スマイル便を知ってすぐ
に登録しました。顔見知りのお店という頼みやす
さもあるので、皆さんも利用されたらよいと思い
ます。

カ
タ
ロ
グ
販
売
「
わ
ち
ス
マ
イ
ル
便
」

右のステッカーがスマイル便取扱店の目印。
カタログ（左）も各加盟店にあります。

　

長
井
会
長
の
呼
び
か
け
に
賛
同
し
た

経
営
者
ら
が
、
先
進
事
例
を
視
察
し
、

店
舗
経
営
と
の
両
立
を
図
る
仕
組
み

と
し
て
昨
年
９
月
、
事
業
の
試
運
転

を
始
め
ま
し
た
。
利
用
者
の
利
便
性

を
考
え
、
商
品
の
受
注
と
配
達
の
窓

口
と
な
る
事
務
店
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
ス
マ
イ
ル
便
運
営
委
員
会
で
は
、「
一

暮
ら
し
に
、
ほ
し
い
も
の
が
届
く
安
心
を

方
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
店
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
何
が
で
き
る
か
と

考
え
、
店
に
来
ら
れ
な
い
方
に
は
配
達

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
配
達
す
る

と
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
す
。
買
い
物
に

困
っ
て
い
る
人
に
も
っ
と
便
宜
を
図
れ
な

い
か
と
考
え
た
の
が
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス

の
組
織
化
で
し
た
。

わ
ち
ス
マ
イ
ル
便
運
営
委
員
会
　
長
井
光
伸
会
長

人
前
の
惣
菜
な
ど
少
量
の
発
注
を
気

兼
ね
さ
れ
る
方
が
多
い
が
、
遠
慮
な
く

利
用
し
て
ほ
し
い
。
今
後
、
季
節
ご
と

の
目
玉
商
品
や
特
典
な
ど
を
検
討
し
、

会
員
向
け
の
楽
し
み
を
増
や
し
て
い
け

た
ら
。
そ
し
て
、
長
く
続
け
る
た
め
に

対
話
を
大
切
に
し
た
い
」
と
考
え
て
い

ま
す
。

少
量
の
注
文
も
歓
迎
、
会
員
特
典
な
ど
検
討

スマイル便利用者の声

「わちスマイル便」の特長
■ 配達日は月・水・金の週３回。
■ 無料お試し期間（１カ月間）があり、
　会員登録料 1,500 円（年間）は、お
　試し期間終了後に支払います。
■ 一度登録すれば１年間、送料無料で
　何度でも宅配します。
■ 詳しくは事務店（長井衣料品店また
　は七福堂）へおたずねください。

な
が  

い   

み
つ 

の
ぶ
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普
通
交
付
税
の
合
併
特
例
措
置
が
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
る
な
か
、
新
庁
舎
や
認
定
こ
ど

も
園
の
整
備
な
ど
大
型
投
資
を
着
実
に
進
め
、
公
約
実
現
に
向
け
て
健
康
の
里
づ
く
り
を

具
体
化
す
る
予
算
編
成
が
と
と
の
い
ま
し
た
。

予算規模は前年度当初に比べ 0.9％の増で、
過去６番目となりました。
健康の里づくりを基本方針に
「町行政の公正化」
「環境整備」
「暮らしの安心・安定」
「子育て支援」
「産業振興」
に重点を置いています。

歳
入

　
町
税
は
、
前
年
度
並
の
15
億
９
２
０

５
万
８
千
円
を
計
上
。
地
方
交
付
税
は
、

普
通
交
付
税
合
併
特
例
措
置
の
縮
減
に

よ
り
、
合
併
算
定
替
と
一
本
算
定
の
差

額
の
50
％
が
減
額
と
な
り
、
前
年
度
比

３
・
１
％
減
の
47
億
１
０
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
町
債
は
、
新
庁
舎

整
備
事
業
や
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

の
本
格
化
な
ど
に
伴
い
、
２
・
９
％
増

の
12
億
４
４
５
０
万
円
。
収
支
不
足
を

補
う
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
額
は

３
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出

　
人
件
費
や
借
入
金
を
返
済
す
る
公
債

費
な
ど
の
義
務
的
経
費
は
、
前
年
度
比

特集 平成30年度予算概要
一般会計歳入歳出予算額

110億 6,600万円
会計名

一般会計　
特別会計
　国民健康保険事業特別会計
　後期高齢者医療特別会計　
　介護保険事業特別会計（事業勘定）
　介護保険事業特別会計（サ－ビス事業勘定）
　介護保険事業特別会計（老人保健施設サ－ビス勘定）
　下水道事業特別会計　
　土地取得特別会計
　育英資金給付事業特別会計
　町営バス運行事業特別会計 
公営企業会計
　国保京丹波町病院事業会計（収益的勘定＋資本的勘定）
　水道事業会計（収益的勘定＋資本的勘定）

合計

会
計
別
　
予
算
額
一
覧

健
康
の
里
づ
く
り
始
ま
る

健
康
の
里
づ
く
り
始
ま
る

30
29

2827
26

25

24

23

22

21
20

1918

100億
28百万円

99億
41百万円

102億
58百万円 101億

49百万円

96億
69百万円

105億
37百万円

115億
96百万円

113億
18百万円

117億
40百万円

116億
4百万円

115億
21百万円

109億
62百万円

110億
66百万円

一般会計
当初予算規模
の推移

２
・
３
％
減
の
39
億
９
６
８
９
万
円
。

前
年
度
に
町
債
の
繰
上
償
還
を
計
上
し

て
い
た
た
め
公
債
費
が
減
少
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
整
備
な
ど
資
本
形
成
と
な

る
投
資
的
経
費
は
、
新
庁
舎
や
認
定
こ

ど
も
園
の
設
計
な
ど
を
進
め
る
た
め
、

11
・
９
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
末
の
町
債
残
高
は
、
前

年
度
末
よ
り
０
・
６
％
減
の
１
４
７
億

２
９
７
３
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

町債
１２億４,４５０万円
（１１.２％）

町税
１５億９,２０５万８千円

（１４.４％）

府支出金
９億７,５４８万３千円

（８.８％）

地方交付税
４７億１,０００万円
（４２.６％）

国庫支出金
５億１,８８５万７千円

（４.７％）

その他
３億６,７８９万７千円

（３.３％）

繰入金
８億４,４３９万３千円

（７.６％）

使用料・手数料
３億３,９４１万２千円

（３.１％）

その他
４億７,３４０万円
（４.３％）

１１０億６,６００万円

自主財源

依存財源

議会費
９,８１９万２千円（０.９％）

衛生費
１６億２,９１６万９千円
（１４.７％）

農林水産業費
１７億８１５万円
（１５.４％）

商工費
１億９,７９５万１千円

（１.８％）

その他
２,４９３万３千円（０.３％）

１１０億６,６００万円

総務費
１４億４,５４５万８千円

（１３.１％）

公債費
１４億２,４５３万６千円

（１２.９％）

民生費
２３億１,７２８万円
（２０.９％）

教育費
８億１,９２１万２千円

（７.４％）
消防費

４億２,３７８万８千円
（３.８％）

土木費
９億７,７３３万１千円

（８.８％）

歳出
総額

歳入
総額

義務的経費

投資的経費

繰出金
１２億２,１８４万６千円

（１１.０％）

人件費
１８億４,５１５万２千円
（１６.７％）

扶助費
７億２,７２０万２千円
（６.６％）

公債費
１４億２,４５３万６千円
（１２.９％）

物件費
１５億７,７７０万９千円

（１４.３％）

補助費など
２３億５,３８４万７千円

（２１.３％）

災害復旧事業費　９８５万３千円（０.１％）

普通建設事業費
１７億１,４３０万１千円

（１５.５％）

性質別
歳出

その他  １億９,１５５万４千円
（１.６％）

＊財産区会計を含みません

単位：千円

104,000

△338,147

△406,000

10,897

△7,590

△1,100

724

36,500

△6

360

28,068

74,003

45,628

28,375

△160,144

増減額
10,962,000

5,826,190

2,252,000

223,328

2,156,440

6,595

155,869

927,500

60

5,296

99,102

3,352,231

1,139,996

2,212,235

20,140,421

H29年度
11,066,000

5,488,043

1,846,000

234,225

2,148,850

5,495

156,593

964,000

54

5,656

127,170

3,426,234

1,185,624

2,240,610

19,980,277

H30年度
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■新庁舎の整備　２億８,５１０万円

　新庁舎建設計画はコストの削減を最重視し、最
適な規模・構造などを検討し、建築設計や造成工
事などを着実に進めます。

■タウンミーティングの開催　３７万円

　町長と町民の皆さまが町政について対話する「タ
ウンミーティング」を開催します。行政への希望
や意見の把握に努め、町政の情報発信を図ります。

■農業振興の推進　４億１,１８２万７千円

　農業後継者や営農組織を育成して担い手の
確保を図り、本町特産物の生産振興とブラン
ド力向上を図ります。

■農業基盤の整備　７,７１９万６千円

　農地、農道、ほ場、ため池、水路などの農
業施設整備を推進します。

■山村活性化対策　１,０２９万円
　新たに国の山村活性化支援交付金を活用し、森
林伐採計画の策定や栗の生産振興など地域資源活
用を推進します。

■林業振興の推進　１億１,６００万１千円
　森林の保全・育成と林業振興を図るため、林道
などの生産基盤を整備するとともに、後継者の育
成と間伐の促進、間伐材、キノコ類などの多様な
森林資源の有効活用を図ります。 

■有害鳥獣対策事業　８,４８６万円 
　鳥獣被害の防除施設設置、新規狩猟者免許取得
助成、捕獲報奨金の支給など被害防止と捕獲の両
面で対策を強化します。サルによる被害の防止に
重点的に取り組みます。

■商工・観光振興の推進
１億９,７９５万１千円

　起業・新産業育成事業では、京丹波町産業
ネットワーク加入者間の連携を活かし、新産
業の創出や人材育成の支援組織として活動を
活性化。町内の起業家を育成するため起業・
新事業創出補助金制度を創設します。また、
観光事業では、交流人口の増加や地域経済の
活性化を図る取り組みを総合的に推進し、府

中部地域５市町による森の京都ＤＭＯと連携を図
ります。

■鳥インフルエンザ跡地活用の推進
６,６５１万１千円

■ホストタウン構想の推進　２,４１５万５千円 
　東京五輪を契機としたホストタウン構想を推進
します。本年度は、グリーンランドみずほホッケー
場のナイター照明設備整備に向けた設計業務、ホ
ストタウンとしての環境整備などを進めます。

■道路橋りょう整備の推進　５億５,０７７万５千円
　車両や歩行者の安全確保や利便性の向上のため、
適切な維持管理を行い、狭い箇所などの拡幅・改
良工事を実施します。

■防災拠点の強化（和知支所耐震診断）６９０万円

　昭和54年建設の和知支所庁舎を今後も地域の窓
口や防災拠点として長期活用するため、耐震診断
を実施します。

■消防防災体制の強化　４億２,３７８万８千円

　今年度も引き続き防災体制の強化を図り、安心
安全なまちづくりを推進します。自主防災組織が
防災備蓄物資などを整備する取り組みに補助金を
交付する自主防災組織育成事業は、公民館などに
設置するテレビなどの情報機器類を補助対象に追
加し、避難所機能の強化を図ります。

■移住・定住対策　１,２１１万８千円 

■地域医療体制の推進　３億２,１４０万５千円

　京丹波町病院、和知診療所、和知歯科診療所な
どの運営。南丹病院組合への負担金及び医師確保
奨学金など地域医療の充実に努めます。

■高齢者などの安心安全対策　２,５５０万４千円

■健康増進の推進　１億１２２万４千円

　乳幼児から高齢者まで世代に応じた健康づくり
を推進します。母子保健事業は、本年度から２歳
児健診を充実させ、新たに産婦健診と妊娠出産包
括支援事業を実施し、産前産後サポートの向上を
図ります。

■介護職員確保対策　４７５万円

　福祉人材を育成・確保するため、　町内福祉施設
の従事者の研修経費や法人などの介護職員確保に
係る経費を助成します。また、介護福祉士養成施
設などの授業料などを貸与します。

■子育て支援の推進　２億４,２５１万２千円

　すこやか子育て祝金事業やチャイルドシート購
入助成事業などの支援施策に加え、子育て世帯の
住宅リフォーム支援を実施します。

■幼児教育・保育の充実　４億３,８９２万６千円

　幼稚園・保育所では幼児の心身の発達段階に応
じた適切な教育・保育を行い、安全で快適な環境
整備を推進します。幼保連携型認定こども園は、
平成３０年度から設計業務などを実施します。

■学校教育の充実　４億３,５０８万１千円

　学校教育では、知育・徳育・体育のバランスの
とれた「生きる力」の育成に努めます。学童保育
を行っている旧須知小学校の老朽化が著しいため、
新たな学童保育施設の設計業務に着手します。

■須知高校の活性化推進　３２１万２千円

　将来を担う人材育成や食や農を生かしたまちづ
くりを推進するため、須知高校の教育振興を支援
します。

■図書館開設の検討　２７万７千円

　図書館の開設について、新庁舎建設計画におけ
る検討と合わせ、教育面からも調査・検討などを
行います。

■学習支援教員などの配置　２,９５７万４千円

　小中学校で特別支援や配慮が必要な児童に、適
切な指導や教育を行う支援員を配置します。また、
中学校のクラブ指導員を配置して部活動の充実な
どを図ります。
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職員の配置
４月１日の人事異動による職員の配置は次の通りです。

＊嘱託職員などを除く　＊敬称略　＊電話番号の市外局番は「０７７１」

京丹波町役場本庁
☎８２－０２００（代表）

［参事］伴田邦雄（総務福祉担当）
　　　 山田洋之（事業担当）

 議会事務局　☎８２-３８０５
　

［事務局長］藤田正則
［局長補佐］石田美穂
［庶務係長］（石田美穂）
　　　　　  山口知哉

 総務課　☎８２-３８００
　

［課長］中尾達也
［課長補佐］原澤　洋
［総務係長］小林篤史
［人事秘書係長］山内善史
［人事秘書係主任］松下由美
［財政係長］上原康宏
川勝千裕、岡本みずき、
渕上菜央、徳島　詢、羽田詩織
■危機管理室
［室長］北村和正
［主任］正田智久
村山裕信
■新庁舎建設室
［主任］中村昭夫

 監理課　☎８２－３８１１

［課長］野村雅浩
［総務契約係長］（野村雅浩）
［指導検査係長］竹村　洋
井上慎也

 企画政策課　☎８２－３８０１
　

［課長］木南哲也
［主幹］松井健吾
［課長補佐］小谷誠之
［企画係長］下村邦喜
［交通対策係長］（小谷誠之）
［広報広聴係長］（小谷誠之）
伴田裕章、徳島一輝、今川崇仁
［特別参与］樹山静雄
■地域支援室
［室長］堀　友輔
■地域資源活用推進室
［室長］（堀　友輔）
［主任］（下村邦喜）

 税務課　☎８２－３８０２
　

［課長］松山征義
［課長補佐］堀内浩二、徳島康善
［賦課係長］大西孝治
［徴収係長］長谷川　真
福本ゑみ子、千田　司
■地方税機構派遣
［主任］野々口慶司、石田武史
野口尊正

 住民課　☎８２－３８０３

［課長］長澤　誠
［課長補佐］山田和志
 　　谷口玲子
［戸籍住民係長］島　文子
［保険年金係長］山内明宏
［保険年金係主任］堀　孝子
［環境推進係長］山本桂市
［人権推進係長］（谷口玲子）
豊嶋裕美、正田志帆、松浦由香
瀬戸亜弓、荒木美由紀、上田さくら
■後期高齢者医療広域連合派遣
金江美和

 農林振興課　☎８２－３８０８

［課長］栗林英治
［課長補佐］保田志信、片山　健
［農林振興係長］小山　潤
［農林振興係主任］宇野浩史、　 
　　　　　　　　  吉田　聡
［農林事業係長］荻野雅則
伊東拓馬、辻　裕、海老瀬隆文
■農業委員会事務局
［事務局長］増谷隆男
山下　泰

 商工観光課　☎８２－３８０９

［課長］山森英二
［課長補佐］原澤　恒
［商工観光係長］（原澤　恒）
［企業立地推進係長］山下　稔
木上祐輔
■経済産業省派遣
一瀬紳司

 土木建築課　☎８２－３８０６

［課長］山内和浩
［課長補佐］藤井雅文、岩崎勝也、
　　　　　   井上晴之
［管理係長］山内敏史
［土木係長］秋山卓弘

［建築係長］（岩崎勝也）
岡本　淳、奥田康平、奥野武志
忠田猛志、福田大樹

 会計室　☎８２－３８０４
　

［会計管理者］久木寿一
［室長］中野竜二
［出納係長］上西貴幸
片山加奈

中央公民館
 教育委員会 社会教育課
 丹波分室　☎８２－０９８８
　
　

松谷洋二

瑞穂保健福祉センター
 保健福祉課　☎８６－１８００

［課長］大西義弘
［課長補佐］山鳥　強、井上祐子
西野菜保子、永海貴子、豊嶋浩史、
藤田むつみ、岡本明美
［健康推進係長］堀　道枝
［福祉係長］芦谷真由美
［介護保険係長］西村明美
［包括支援センター主任］島田恵子
片山　哲、坂本美佳子、髙見謙佑、
山口紗也香、門　大輔
［栄養士］上林小百合
［保健師］保田智子、中川早苗、
保ヶ部直子、蓮見純子、中　淑子、
三田杏奈

京丹波町情報センター
 企画政策課情報推進室

　☎８８－５０００　

［室長］保田利和
［主任］田畑昭彦、西村公貴
太田周人、野口雄祐、坂本憲吾
西端優介

国保京丹波町病院
 医療政策課　☎８６－０２２０

［課長］中川　豊
［課長補佐］村山英紀
［医療係長］（村山英紀）

 国保京丹波町病院
☎８６－０２２０　

　

［院長］垣田秀治
［副院長］（庄林　智）
［事務局長］（中川　豊）
［看護部長］平田千春
［看護師長］石田由美子、小川和代
［内科部長］田中武兵
［外科部長］（庄林　智）
［事務局長補佐］（村山英紀）
［主任理学療法士］森本勝則
［主任診療放射線技師］山内敏行
［主任薬剤師］熊谷　明
［事務主任］水間和美、藤井知宝
［主任看護師］大西正美、西山由里、
片山比佐子、田路利恵
［理学療法士］井爪直美、伊藤正幸、 
佐々木恭平
［管理栄養士］藤ノ井公代
［看護師］白波瀬小百合、
上田ひとみ、山田加奈恵、大西好美、
新宮さちよ、谷掛郁代、能勢真由美、
野村厚子、中村育美、村上永里子、
吉田恵理子、山本真紀、猪田満枝、
田中美由紀、梶本由美子、井尻友美、
橋本樹里、山内英美、齋藤世吏恵、
谷口紀久恵、渡邊まさみ、野間幾恵、
四方若菜、八木莉那、平井千尋
■京都大学医学部付属病院派遣
高屋里美

健康管理センター
 子育て支援課   ☎８２－１３９４

［課長］津田知美
［課長補佐］樹山敬子
［支援係長］並河直樹
［作業療法士］石原詩子、長野まい、
山本竣也

 保健福祉課
 丹波地域保健福祉室
　　　　　　 ☎８２－１８００
　

［室長］山内智美
小池由加里

 上下水道課　☎８３－９１０５
　

［課長］十倉隆英
［課長補佐］竹内　健
［上水道係長（事業）］山下　徹
［上水道係長（庶務）］髙屋敦彦
［上水道係主任（庶務）］西山直人
［下水道係長（事業）］小松聖人
［下水道係長（庶務）］野間　隆
吉田和晃、山西博美、西山宏明
井上和宏、林　龍之介

瑞穂支所
☎８６－０１５０（代表）
　

［支所長］山内善博
［支所長補佐］梅原千里
［主任］塩田　誠、橋本賢二
輕尾圭造、森田　亮、小崎亮太、
今川奈未、桐村杏菜

 教育委員会 社会教育課
 瑞穂分室   ☎８６－１１５０
　

（川野雅夫）

和知支所
☎８４－０２００（代表）

［支所長］榎川　諭
［支所長補佐］永武幸子
［主任］四方晴美、村田弘之
山内秀文、出野文隆、村山奈央
大森しおり、藤田健吾

調査研究、渉外、定例会、臨時会、
委員会など／議会一般、議案、
監査委員など

総務一般、法規、行政運営、選
挙（選挙管理委員会）、公用車
運行管理／人事、秘書、任免、
給与、職員研修、福利厚生、公
平委員会／財務一般、予算、決
算（一般会計）、町有財産管理
／消防、防災、住民安全など

地域づくり、住民自治、町政要
望／地域資源活用／広報広聴、
統計、交流事業／交通一般、町
営バス、交通安全など

税務一般、納税、滞納整理など

農業、林業、畜産業、農業委員
会など／農林業土木一般、農道、
ため池、かんがい排水、林道、
治山、農林災害復旧など

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、
公的個人認証、行旅死病人／児
童手当、国民健康保険、後期高
齢者医療、福祉医療、国民年金
など／環境衛生、船井郡衛　生
管理組合、環境保全、埋火葬墓
地／人権一般、住民相談、消費
生活行政など

入札資格審査・決定・執行、
指名委員会、契約業務に関する
こと／建設事業等監視委員会、
公共工事の検査・指導など適性
執行に関すること

土木監理、建設、用地買収、都
市計画／道路・橋りょう、土木宇
災害復旧／町営住宅、ダム周辺整
備、公園緑地、河川・砂防など

総務一般、戸籍住民一般、税務
一般、土木一般、農林一般、商
工観光一般など

総務一般、戸籍住民一般、税務
一般、土木一般、農林一般、商
工観光一般など

瑞穂地域の社会教育、人権教育、
社会体育、文化財、図書室など

上水道、簡易水道／公共下水道、
集落排水、合併処理浄化槽など

丹波地域の健康増進、福祉・
介護保険に関することなど

病院、診療所、介護療養型老人
保健施設、総合医療政策など

外来診療、入院診療、居宅介護士
縁、訪問看護、訪問リハビリなど

子育て支援、保育所に関すること
ＣＡＴＶに関すること、情報化施策
の企画推進、情報センター管理など

保健指導、健診、伝染病予防／
高齢者福祉、障害者福祉、児童
福祉／介護保険認定・給付に関
することなど

丹波地域の社会教育、人権教育、
社会体育、文化財、図書室など

出納、指定金融機関、資金、物
品会計など

商工業、観光、労働行政／起業
支援、企業の立地推進、町有地
などの利活用など
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 保健福祉課
 和知地域保健福祉室
　　　　　 ☎８４－００４９
　

［室長］光枝三千代
［主任］原田結城

 教育委員会 ☎８４－００２８

［教育次長］堂本光浩
■学校教育課
［課長］（堂本光浩）
［課長補佐］中井伸幸
［総務係長］吉田敦美
［学校教育係長］四方妃佐子
山本美子、細野江梨子、
井口理恵
■認定こども園建設推進室
［室長］田中晋雄
［主任］山内圭司
大秦　学
■社会教育課
［課長］山根美智代
［課長補佐］木下浩昭
［文化財係長］（木下浩昭）
［社会教育係長］小原直也
原澤美和、久保元真一、川野雅夫
■京都府文化スポーツ部
　スポーツ振興課派遣
隅田和樹

和知診療所
（介護療養型老人保健施設）
　　　　　　☎８４－１１１２

［所長］庄林　智
［事務長］（一谷　寛）
［看護師長］林　真紀
［主任理学療法士］大田有次
［事務主任］十倉克也
［主任看護師］伏原幸子
［ケアマネージャー］（安藝俊郎）
［診療放射線技師］津村泰宏
（友金輝幸）

［看護師］竹内美弥、小寺恵美、
稲元左希子、滝波美由紀
■介護療養型老人保健施設
［施設長］（庄林　智）
［事務長］一谷　寛
［看護師長］（林　真紀）
［主任理学療法士］（大田有次）
［事務主任］（十倉克也）
［主任看護師］（伏原幸子）
［ケアマネジャー］安藝俊郎
［診療放射線技師］(津村泰宏 )
友金輝幸
［看護師］（竹内美弥）（小寺恵美）
（稲元左希子）（滝波美由紀）

 和知歯科診療所
 　　　　　☎８４－１１５４
　

［所長］三浦博人
［事務長］（一谷　寛）
［事務長補佐］山口秀子
［主任歯科衛生士］片山昭子

学校・保育園など
 上豊田保育所　☎８２－２０５６
　

［所長］真野照美
［所長補佐］山内里佳子
［主任］小室由紀
［保育士］森こず枝、谷　麻美、
伴田絵理、山内　咲、永井　希
［管理栄養士］野口朝美

 下山分園　☎８３－０００４

［園長補佐］（真野照美）
［主任］（山内里佳子）
田畑美穂

 みずほ保育所　☎８６－０５７４
　

［所長］浦井美紀
［所長補佐］北村恵里子
［主任］細見ルミ
［保育士］蒲生沙奈美、加藤亜希子、
中西靖浩、新庄美和子
［養護教諭］小西愛紀

 わちエンジェル　☎８４－１９２０
　

［所長］東　直美
［所長補佐］下村秀美
［主任］（下村秀美）
［保育士］野口加代里、久保元恵子、
岡本春成、井上暁美、梅原彰子、
三嶋夏波

  須知幼稚園　☎８２－０１５１
　

［園長］西村喜代美
［教頭］湊　玲奈
［主任］小林和子、堀　敬之
［教諭］大秦優子、池田直未
［養護教諭］越浦宏美

  小中学校
　

［蒲生野中学校］和田　隆

  給食センター
　

［センター長］上林太志
［瑞穂給食センター］小林富美子

就任
 副町長　谷　俊明（新水戸）

  任期　平成30年4月1日～　　　  平成34年3月31日

 退職職員
※３月３１日付け。カッコ内は前職。

福井勇人（京丹波町病院医師）
舟木　健（和知歯科診療所長）
下伊豆かおり（みずほ保育所長）
上原美智子（保健福祉課課長補佐）
八木敏和（土木建築課課長補佐）
田中博典（住民課主査）
西村美智子（保健福祉課保健師）
片山晴子（企画政策課主査）
西村紗矢香（企画政策課主事）
小森由佳梨（上豊田保育所保育士）
鳥羽敬子（みずほ保育所保育士）

　教育一般、教育施設、教職
員人事、幼稚園、放課後児童
健全育成など／学校教育、学
校保健など／社会教育、人権
教育、社会体育など／文化財、
文化芸術、図書室など

外来診療、訪問診療など

幼児教育など

学校用務など

町内小中学校の給食調理など

和知地域の健康増進、福祉、
介護保険など

乳幼児教育、子育て支援セン
ターなど

乳幼児教育、子育て支援セン
ターなど

外来診療、訪問介護、訪問リハ
ビリ／長期入所、短期入所など

乳幼児教育、子育て支援セン
ターなど

　
京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
健
全
な
普
及
と
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
・
団

体
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
。（
敬
称
略
）

【
特
別
栄
誉
賞
】

▼
田
原
紘
樹
（
口
八
田
）
第
65
回
全
日
本

実
業
団
対
抗
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
・

男
子
や
り
投
優
勝
。

▼
野
村　
優（
府
立
農
芸
高
）第
21
回
ジ
ャ

パ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手

権
大
会
女
子
63
ｋｇ
級
第
２
位
、
第
14
回

全
日
本
選
抜
高
等
学
校
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
選
手
権
大
会
女
子
63
ｋｇ
級
優
勝
、
と

も
に
ベン
チ
プ
レ
ス
日
本
記
録
更
新
ほ
か
。

▼
山
下
天
海
（
瑞
穂
中
）
ジ
ュニ
ア
ユ
ー
ス

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
選
出
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
Ｆ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
第
３
位
。

【
優
秀
賞
】

▼
上
田
大
賀
（
府
立
綾
部
高
）
第
13
回
日

本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
ジ
ュニ
ア
ユ
ー
ス
大

会
１
０
０
０ｍ
優
勝
、
文
部
科
学
大
臣
杯

平
成
29
年
度
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
権
大
会
５
０
０ｍ
第
２
位
ほ
か
。

▼
山
崎
信
子
（
蒲
生
）
第
30
回
全
国
健

康
福
祉
祭
あ
き
た
大
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
女
性
の
部
第
５
位
。

▼
町
立
瑞
穂
中
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

　
第
70
回
京
都
府
中
学
校
総
合
体
育
大

会
優
勝
、
第
66
回
近
畿
中
学
校
総
合
体

育
大
会
及
び
第
40
回
西
日
本
中
学
生
６

人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
準
優
勝
。

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

▼
ゴ
ン
タ
ー
ズ
高
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
加
え
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
、
友
好
町
双
葉
町
へ
継
続

的
な
支
援
活
動
、
交
流
活
動
を
展
開
。

▼
実
勢
区

　
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
地
域
対
抗
大
会
の
す

べ
て
の
大
会
に
参
加
し
、
区
民
の
健
康
の

増
進
や
体
力
の
向
上
、
地
域
の
交
流
促

進
に
貢
献
。

　京
丹
波
町
文
化
賞

　
京
丹
波
町
文
化
賞
は
、
文
化
の
向
上
と
発
展

に
つ
な
が
る
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個
人
・
団
体

を
表
彰
。（
敬
称
略
）

【
文
化
賞
】

▼
京
都
府
立
須
知
高
等
学
校
ウ
ィ
ー
ド
研

究
班
（
第
11
回
全
国
高
校
生
歴
史
フ
ォ
ー

ラ
ム
優
秀
賞
）

【
文
化
功
労
賞
】

▼
出
野　
均
（
升
谷
）
平
成
13
年
か
ら
和

知
文
七
踊
り
保
存
会
の
運
営
に
携
わ
り
、

平
成
23
年
会
長
に
就
任
。
踊
り
指
導
や

文
七
音
頭
の
Ｃ
Ｄ
制
作
な
ど
保
存
継
承
に

尽
力
。
和
知
民
芸
保
存
会
副
会
長
。

▼
澤
田　
潔
（
上
野
）
昭
和
22
年
か
ら
林

泉
短
歌
会
の
指
導
に
あ
た
り
、
優
れ
た
指
導

が
府
内
外
の
人
望
を
集
め
、
70
年
の
伝
統

を
築
く
な
ど
短
歌
の
普
及
に
多
大
な
貢
献
。

▼
辻　
美
智
子
（
上
大
久
保
）
昭
和
57
年

に
み
ず
ほ
句
歌
会
へ
入
会
し
、
句
歌
会
の

振
興
に
貢
献
。

▼
春
田　
貢
（
本
庄
）
平
成
３
年
に
和
知

人
形
浄
瑠
璃
会
へ
入
会
し
、
人
形
の
操
り

手
と
し
て
会
員
の
育
成
や
児
童
・
生
徒
の

指
導
に
あ
た
り
、
伝
統
芸
能
の
継
承
と
発

展
に
貢
献
。

▼
ザ
・
た
ん
ぽ
ぽ　
　
町
の
文
化
振
興
に

貢
献
。

【
文
化
奨
励
賞
】

▼
上
田
律
夫
（
鎌
谷
奥
）
平
成
29
年
度

京
都
と
っ
て
お
き
の
芸
術
祭
書
道
の
部
・

知
事
賞
。

【
輝
き
賞
】

▼
大
橋
朋
弥
（
丹
波
ひ
か
り
小
／
２
０
１

７
年
京
都
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
本
選
銀
賞
）

▼
川
合
桜
愛
（
下
山
小
／
平
成
29
年
度

愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
奨
励
賞)

▼
川
瀨
総
司
瀧
（
下
山
小
／
平
成
29
年

度
人
権
擁
護
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
）

▼
北
村
勇
惺
（
下
山
小
／
Ｊ
Ａ
共
済
京

都
府
小
・
中
学
生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
京
都
府
警
察
本
部
長
賞
）

▼
妹
尾
な
つ
み
（
府
立
園
部
高
／
第
10
回

京
都
府
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
第
３
位
）

▼
野
村　
優
（
府
立
農
芸
高
／
第
11
回

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
城
大
会
復
興

特
別
出
品
区
高
校
の
部
優
良
賞
）

▼
和
田
恵
美
（
和
知
中
／
第
11
回
北
方

領
土
と
私
た
ち
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
京
都
府

教
育
委
員
会
教
育
長
賞
）　

京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
文
化
賞

平
成
29
年
京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
と
文
化
賞
が
決
定
。

表
彰
式
は
３
月
17
日
、
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
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思
い
出
胸
に
涙
と
笑
顔

●卒
業
生
の
門
出
を
祝
福
　

　

町
立
中
学
校
の
卒
業
証
書
授
与
式
は

３
月
13
日
、各
校
で
行
わ
れ
、計
１
０
６

人（
蒲
生
野
66
人
、瑞
穂
20
人
、和
知
20

人
）が
新
た
な
進
路
へ
踏
み
出
し
ま
し

た
。創
立
70
周
年
の
瑞
穂
中
学
校
で
は
、

卒
業
生
代
表
の
谷
垣
拓
海
さ
ん
と
由
里

若
菜
さ
ん
が
学
校
生
活
を
振
り
返
り
、恩

師
や
保
護
者
、地
域
の
励
ま
し
に
感
謝
。

「
人
を
信
じ
、今
度
は
誰
か
の
支
え
に
な

れ
る
よ
う
真
っ
直
ぐ
に
進
み
た
い
」と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

わ
が
家
の
味
自
慢
、漬
物
交
流
会

●観
光
協
会
が
伝
統
食
の
魅
力
を
再
発
見

　
京
丹
波
町
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
３
月

６
日
、中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、町
観
光

協
会
の
会
員
ら
が
、京
都
府
立
大
学
宗
田

好
史
客
員
教
授
の
基
調
講
演
に
学
び
、意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

町
観
光
協
会
で
は
、伝
統
食
を
町
の
魅

力
と
し
て
情
報
発
信
し
、後
世
へ
継
承
し

よ
う
と
平
成
28
年
度
か
ら
伝
統
食
の
掘

り
起
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の

日
は
講
演
に
先
立
ち
、漬
物
の
漬
け
方
を

披
露
し
合
う
漬
物
交
流
会
を
開
催
。町

土
木
工
事
を
知
る

●各
小
学
校
で
授
業
　

　

公
共
土
木
工
事
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
授
業
が
２
月
28
日
、下
山
小
学
校
で

行
わ
れ
、４・５
年
生
が
京
都
府
南
丹
土

木
事
務
所
の
職
員
か
ら
河
川
の
役
割
や

治
水
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

授
業
は
ク
イ
ズ
形
式
で
進
み
、校
舎
前

を
流
れ
る
高
屋
川
が
町
内
最
長
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
紹
介
。水
害
を
防
ぐ
治
水
工
事

の
説
明
で
は
、児
童
が「
工
事
中
は
川
の

水
を
ど
う
す
る
の
か
」な
ど
質
問
し
ま
し

た
。同
小
の
通
学
路
で
は
橋
の
工
事
が
始

ま
っ
て
お
り
、安
全
で
快
適
な
河
川
整
備

を
身
近
に
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
で
世
界
め
ざ
す

●ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
学
ぶ
競
技
人
生

　

京
丹
波
町
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
講
演
会

と
し
て
３
月
11
日
、カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
日

本
代
表
の
吉
田
拓
選
手
が
道
の
駅
和
道

路
情
報
セ
ン
タ
ー
で
講
演
。町
内
外
の

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
な
ど
約
70
人
が
受
講
し
、

和
知
川
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
コ
ー
ス
で
実

演
を
観
覧
し
た
り
、吉
田
選
手
の
指
導
を

受
け
た
り
し
ま
し
た
。

　

吉
田
選
手
は
木
津
川
市
出
身
。幼
少

時
か
ら
和
知
川
で
カ
ヌ
ー
に
親
し
み
、17

歳
で
世
界
大
会
を
経
験
。シ
ニ
ア
全
日
本

ホ
ッ
ケ
ー
と
ス
イ
ー
ツ
?!

●初
の
コ
ラ
ボ
フ
ェ
ス

　
ホ
ッ
ケ
ー
と
ス
イ
ー
ツ
を
同
時
に
楽
し

め
る
第
１
回
京
丹
波
町
ホ
ッ
ケ
ー
ス
イ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
３
月
３
日
、グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
ホ
ッ
ケ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
。12
チ
ー
ム
約
90
人
が
参
加
し
、

体
験
試
合
や
幼
児
向
け
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
構
想

に
掲
げ
る
ス
ポ
ー
ツ
観
光
を
推
進
す
る
た

め
、競
技
経
験
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
気
軽

に
ホ
ッ
ケ
ー
を
楽
し
む
機
会
に
と
企
画
。

チ
ー
ム
編
成
は
小
学
生
以
上
、競
技
経
験

　
町
立
小
学
校
の
卒
業
式
は
22
日
、各
校

で
行
わ
れ
、計
１
０
４
人（
竹
野
６
人
、丹

波
ひ
か
り
42
人
、下
山
16
人
、瑞
穂
24

人
、和
知
16
人
）

が
６
年
間
の
思
い

出
を
胸
に
母
校
を

巣
立
ち
ま
し
た
。

須
知
幼
稚
園
で
は

20
日
に
18
人
、町

立
保
育
所
で
は
27

日
に
計
30
人
が
卒

園
し
ま
し
た
。

内
の
個
人
や
加
工
団
体
が
酢
漬
け
や
ぬ

か
漬
け
、味
噌
漬
け
な
ど
計
16
種
類
の
レ

シ
ピ
を
発
表
し
、持
ち
寄
っ
た
試
食
品
を

味
わ
い
ま
し
た
。

　
レ
シ
ピ
は
、減
塩
な
ど
食
生
活
の
変
化

に
伴
う
工
夫
が
あ
り
、参
加
者
は「
地
域

や
家
庭
で
味
が
異
な
る
の
が
伝
統
食
の
良

さ
」と
漬
け
方
な
ど
を
情
報
交
換
。講
演

を
踏
ま
え
、生
活
と
密
接
に
関
わ
る
伝
統

食
を
テ
ー
マ
に
し
た
地
域
の
魅
力
づ
く
り

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

代
表
や
国
体
５
連
覇
を
果
た
し
、現
在
は

五
輪
出
場
を
め
ざ
し
て
国
内
外
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
積
ん
で
い
ま
す
。何
度
も
挫
折

を
乗
り
越
え
た
経
過
に
ふ
れ
、「
世
界
一

に
な
り
た
い
と
気
づ
い
た
と
き
か
ら
全
力

で
挑
戦
し
続
け
て
い
る
。仲
間
や
家
族
、

多
く
の
人
の
応
援
が
原
動
力
に
な
る
」と

伝
え
ま
し
た
。

　

実
技
指
導
は
和
知
川
親
水
公
園
で
、

ジ
ュニ
ア
選
手
が
基
本
動
作
な
ど
を
教
わ

り
、川
下
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

が
あ
る
選
手
の
登
録
は
２
人
ま
で
と
し
、

参
加
者
に
ス
イ
ー
ツ
の
盛
り
合
わ
せ
を
提

供
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
初
心
者
や
幼
児
も
多
く
、参
加

者
は
世
代
を
交
え
て
交
流
し
、グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
み
ず
ほ
特
製
の
ス
テ
ィッ
ク
型
ク
ッ

キ
ー
な
ど
９
種
の
ス
イ
ー
ツ
に
目
を
輝
か

せ
、舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

水
分
補
給
と
同
時
に
共
同
募
金

●道
の
駅
さ
ら
び
き
に
募
金
型
自
販
機

　

売
り
上
げ
額
の
一
部
が
赤
い
羽
根
共

同
募
金
に
な
る
募
金
型
自
動
販
売
機
が

３
月
16
日
、道
の
駅
瑞
穂
の
里
さ
ら
び
き

に
設
置
さ
れ
、京
都
府
共
同
募
金
会
や
町

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
関
係
者
が
除
幕

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

販
売
機
か
ら
の
募
金
は
本
町
の
地
域

福
祉
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。町
内
で
は
本
機

で
３
台
目
。藤
田
保
駅
長
は「
微
力
な
が

ら
貢
献
で
き
れ
ば
」と
話
し
、波
瀨
孝
澄

会
長
が「
地
域
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
た

い
」と
感
謝
し
ま
し
た
。

南丹土木事務所職員の問いかけに答える子どもたち

試食しながら漬け方のコツなどを情報交換する参加者

カヌーに全力をかける思いを伝え、技術を披露する吉田選手

既設の自動販売機を新たに募金型に置き換えて除幕式

おやつタイムをはさみながらコートを駆ける参加者たち

よ
し  

だ  

た
く

た
に 

が
き 

た
く  

み

む
ね  

た

よ
し 

ふ
み

わ
か  

な

ゆ　
り

は
　
せ
　た
か 

ず
み

ふ
じ  

た 

た
も
つ

▲卒業の思いを込めて合唱（瑞穂中学校）
▼卒業証書を受け取る卒業生（竹野小学校）



お茶の間

健康情報をお届けします。

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が
健康情報をお届けします。

第127回

『 レントゲン検査について 』

京丹波町病院　電話 0771-86-0220
町立医療施設の敷地内は全面禁煙です
ご理解とご協力をお願いします

　今回はレントゲン検査でよく質問される放
射線の疑問についてお話します。

何度もレントゲン検査を受けて、
体に影響はありませんか？

何度受けても体に影響することはあり
ません。医療現場で使用している放射

量はとても少なく、人間の体は放射線からダ
メージを受けても回復する力が備わっている
からです。放射線被ばくの影響を心配して検
査を受けず、病気の発見が遅れる方が問題で
す。安心して検査を受けてください。

レントゲン検査を受けると全身に
放射線が当たるの？

放射線は診断に必要な箇所のみに当て
ます。例えば、胸のレントゲン検査な

ら、胸以外の手足や腹部などに放射線が当た
ることはありません。

なぜ、服を脱いだり、湿布などを取っ
たりする必要があるの？

ボタン・チャック・ネックレス・カイロ・
湿布・ヘアピン・ブラジャー・プリント

柄のシャツなどは写真に写り込み、医師の診断
に影響が出ますので取っていただいています。

なぜ息を止めて撮影するの？

息を止めると体の動きも止まるので、ブ
レずに撮影することができるからです。

放射線を使う検査には、どんな検査が
あるの？

代表的な検査としてはレントゲン検
査・ＣＴ検査・胃のバリウム検査・核

医学検査・血管撮影検査があります。ＭＲＩ検
査や超音波検査等は放射線を使っていません。

　レントゲン検査の実施にあたっては、医師
が検査の必要性を慎重に考慮し、診療放射線
技師ができるだけ被ばく線量を少なくする努
力をしていますので、心配せず検診や検査を
受けてください。
　もし、レントゲン検査で不明な点や不安な
ことがありましたら、医師または診療放射線
技師に相談してください。

やま  うち  とし  ゆき

山内敏行 主任  診療放射線技師
京丹波町病院

Q

Q

Q

Q

QA

A

A

A
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わたしたちの町

  人　口　14,416  （－66）
  　男　　  6,863  （－23）
  　女　      7,553   （－43）
  世帯数      6,334   （±  0）
   ４月 1日現在／（    ）は前月比

出野伸二 １万円

片山山治　　    　１０万円

ふるさと応援寄付金のお礼
　　　　　＊敬称略

＊掲載内容は寄付者の了解を得ています

（平成30年3月31日現在）

熊本地震義援金   　2,042,191円

福島県双葉町復興支援募金
7,731,795円

義援金などの受付状況

福島県双葉町復興支援募金の
受付終了について

　東日本大震災にかかる友好町福
島県双葉町への復興支援募金の
受付は３月３０日に終了しました。
　平成２３年４月以来、多くの皆さ
まにご支援をいただき、本当にあり
がとうございました。

「こんにちは赤ちゃん」
コーナー申し込み募集

〈対象者〉町内在住で、申し込み
時に生後１歳未満のお子さま
〈申込方法〉お子さまの顔写真
に申込書を添えて、役場または
支所まで、持参・郵送・メールの
いずれかで届けてください。申
込書は役場本庁、支所、瑞穂保
健福祉センターにあります。

【問】京丹波町企画政策課
電話　0771－82－3801
Ｅメール
kikaku30@town.kyotamba.lg.jp

こんなときの、
この一冊

図書室がおすすめする

　いよいよ暖かくなってきました。ア
ウトドアに出かけたくなりますね。軽
トラックは農業や仕事用の車だと思っ
ていませんか？
　ただ物を運ぶだけでなく、キャンピ

ングカーに改造したり、目的に合わせ

てカスタマイズしたり、悪路を軽々と
越えていく頼もしい足回り、軽トラは
さまざまな可能性を秘めています。本
書では軽トラックならではの楽しみ方を、多彩な実例で紹介されています。

　　　　 　　　　　　　　　　　　　　（中央公民館図書室　湯浅真弓さん）

  図書室ご案内  中央公民館（蒲生）、山村開発センターみずほ（大朴）、旧梅田保
育所（鎌谷下）、三ノ宮基幹集落センター、質美振興センター、和知ふれあいセンター
（本庄）　貸出期間  ２週間　貸出冊数　 1 人 1回５冊まで

ゆ  あさ   ま  ゆみ

  『軽トラック
　パーフェクトマニュアル』 

地球丸　

マスの中央に
入る漢字は何？

【答え】前

Q 最　　   列

桜            

線

チャレンジ！頭の体操クイズ

15｜NO.150 14

編集後記　～４月の人事異動により広報広聴担当が替わりました～

　２年間お世話になり、ありがとうござ
いました。取材を通して、この町で目標や
目的、信念をもって進む人に出会うこと
ができました。素敵な出会いがある町、京
丹波町の未来は希望に満ちていると思
います。ぼくらの新しい季節、始まります。

（片山）

　今年度から広報担当になるＨＢです。
　文才のない私が…と不安も多いですが、
地域との橋渡しとなれるようアンテナをしっ
かり張り、皆さんに情報を発信してきたいと
思います。
　身近で取材してほしいことなどありました
ら連絡してください。よろしくお願いします。
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卒業式を終えて（和知小学校）

　
「
そ
の
野
菜
が
一
番
お
い
し
い
状
態
で

出
し
た
い
。
お
い
し
い
も
の
は
形
や
見
た

目
が
悪
く
て
も
ま
た
食
べ
た
い
と
思
う
も

の
」。
万
願
寺
と
う
が
ら
し
や
黒
豆
枝
豆

な
ど
の
京
野
菜
を
中
心
に

数
種
の
野
菜
を
生
産
す
る
。

有
機
栽
培
し
た
ほ
う
れ
ん

草
は
生
食
で
も
え
ぐ
み
が

な
く
み
ず
み
ず
し
い
。

　
埼
玉
県
出
身
。
本
町
に

縁
を
結
ん
で
８
年
目
。
音

楽
活
動
を
し
て
い
た
バ
ン
ド

が
解
散
し
、
興
味
の
赴
く

ま
ま
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

を
し
て
い
た
と
き
、
小
学

校
で
の
桶
を
使
っ
た
米
作
り

を
思
い
出
す
。「
そ
う
い
え

ば
、
そ
う
い
う
こ
と
好
き

だ
な
ぁ
」
さ
っ
そ
く
各
地
の

農
業
に
関
わ
る
仕
事
を
経

験
す
る
が
、
群
馬
県
で
本

格
的
な
野
菜
生
産
に
携
わ

り
、「
も
う
楽
し
く
て
、
楽
し
く
て
。
こ

れ
を
仕
事
に
し
た
ら
面
白
い
」
と
直
感
。

就
農
先
は
憧
れ
の
京
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
の
産

地
・
京
都
府
を
め
ざ
し
た
。

　
京
丹
波
町
内
の
農
家
の
も
と
で
働
い

た
後
、
下
粟
野
を
拠
点
に
独
立
す
る
も
、

「
資
金
も
収
穫
で
き
る
も
の
も
な
く
て
、

山
菜
を
採
ら
せ
て
も
ら
い
道
の
駅
に
出
荷

し
て
い
た
。必
死
で
し
た
」。苦
し
い
時
期
、

知
り
合
っ
た
農
家
や
地
元
の
事
業
者
が

声
を
か
け
て
く
れ
た
。「
仕
事
を
手
伝
わ

せ
て
も
ら
い
、乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

農
地
を
借
り
る
時
、
家
を
探
す
時
も
周

り
に
相
談
で
き
る
人
が
あ
っ
た
し
、
助
け

を
求
め
る
と
応
え
て
も
ら
え
た
」
と
感

謝
は
尽
き
な
い
。

　
米
の
収
穫
期
は
、
北
部
地
域
の
乾
燥

調
製
を
受
託
す
る
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
業
を

優
先
し
、
生
業
と
の
両
立
で
多
忙
を
極

め
る
。「
で
も
、お
か
げ
で
顔
が
広
く
な
り
、

借
り
受
け
る
農
地
も
増
え
た
」。
昨
年
、

人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得
て
気
持
ち
に
少

し
ゆ
と
り
が
で
き
た
。
将
来
を
思
い
、

新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
に
関
わ
り
た

い
と
考
え
る
。「
空
い
て
い
る
農
地
を
有

効
活
用
で
き
、
地
域
に
新
し
い
空
気
が

入
る
こ
と
で
今
以
上
に
活
気
が
生
ま
れ
る

と
思
う
。
そ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
自

身
の
経
験
を
生
か
し
て
、
二
人
三
脚
の

春
た
け
る
。

kyotamba まちの元気人
大
熊
明
宏
さ
ん
（
下
粟
野
）

お
お 

く
ま 

あ
き  

ひ
ろ

僕
が
選
ん
だ
道

ぼ
く
ら
の

新
し
い
季
節
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